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と ｢立憲国民之精神｣ (F中国新報』第四号)､ ｢無国会之害｣ (『中国新報』第四号)､
-84-






なったが､人民が国家または地方公共団体に対 して､意見 ･要望を具申することは ｢爵頗｣
であるというような理解からすると､清末中国の場合は､熊泊輿らtの請願書提出前に､国





















































(ニ) ｢民権商養時代｣ (原文 :民権滋養時代)
これは即ち､愛国公党設立から土佐立志社設立､西南戦争､土佐立志社建白にかけての
約四年間のことであるO熊渇輿によれば､後に民権思想を発達させ､ついに国民的運動に






























































熊箔輿 らが提出したものは､そのタイ トル ｢民選議院請願書｣からもわかるように､官
僚や庶民の個人の立場から政府に対 して献策したものではなく､具体的な ｢要求｣が盛り





































更に､一九〇八年四月十六日の F申報3では､熊箔輿 らが果 した役割は､世に先願けて
民選議院の開設を訴えた､板垣退助 ･利島帝臣らに替えられている｡(ll)



































2.法政大学史資料委員会編集 F法政大学史資料集 第十一集 法政大学清国留学生法政
速成科特集』 (法政大学､昭和六十三年三月)一四五言参腰.
3.便宜悉著 r二十世紀初中国政治改革風潮一帯末立慧運動史j (人民出版社､一九九三
年四月)一二八～-三〇貫参腰｡
4.北京支那研究会薪 F最新支那官紳鐘j (冨山房､大正七年^月)｡
5.前掲注1の張玉法曹 F清孝的立憲団体』では､一九〇七年の清瀬に論及しており､こ
-92-
れを ｢我が国初めての国会開設請願運動｣と述べている｡三七一貢の原文は ｢(前略)
此次上菅碓無籍果然為我国請願閑国会的第一次｣ となっている0
6. ｢立窓慮如何予備施行准各榛挙以閲論｣故宮博物館明滑稽棄却編 F清栄苓備立恵稗案
史料』上冊 (中学寄居､一九七九年七月)四十四五参照｡原文はこうである｡｢(節
略)除原許専摺秦事各員外,其鎗在京呈由都察院街門,在外呈由各地方大吏詳加東薮
取其切実正大者選録代秦｡｣
7. ｢湖南邸用知県熊箔輿等藷速設民選議院呈｣前掲珪6F清末蓉傭立憲樟案史料j上冊
及び ｢民選議院爵廠書｣F大同報』第四号参照｡原文は次の通りであるO｢(前略)
職等顧念時局,美深危催,謹番人民請願之義,渡腕章葬哀訴之枕,仰患皇太后､皇上
下体輿情,早定大計,府腸採納,降旨施行｡｣
8. ｢押入議立国会之運動｣F盛京時報』一九〇八年四月十七日｡
9. ｢日本国民之国会運動｣『中国新報3第六号､七十三～八十九貢参照｡
10,原文は次の通りである｡ ｢八月十^日由都察院代議士良治求開設民選議院一書拝辞万
言,閲上此書者係留日学生憲政会公挙代表熊箔輿､沈鈎億､恒鈎､雷光字等到京呈適,
書中署名者百余人｡所請求之条件甚多,而最注董於民選議員.是実可謂為吾国人属政
治語意之噂矢兵｡｣
ll.原文はこうである｡ ｢熊雷雨人糞高一呼,全国震動,論其功用,艶予日本政党之副島
種臣､板垣退助実相伯仲｡｣
12,陳玉堂編著 『中国近現代史人物名号大辞典J (新江古海出版社､一九九三年五月)に
よれば､烏浮馨 (-^^三?～?)は吉林省出身､字が第生で､日本早稲田大学卒､
F大同報j社長を勤めた人物であるという｡
13. r大同報j第四号､-^こ～-^四真参照｡原文は次の通りであるO｢(前略)以増
伏数千年専制政体下之人民.一旦奮興宮起,聯福結訣与政府開正当之談判,巽早建設
代表国民之機関.為実行庶政之先導.諭我中国有史以来破天荒之挙動也｡｣
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